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策
の
側
面
も
有
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
住
民
の
住
宅
確
保
ま
で
を
保
証
す

る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
機
会
の
付
与
が
基

本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
推
進
の
背

景
に
、
公
正
住
宅
供
給
法
（The Fair H

ousing 
Act

）
が
あ
る
。
一
九
六
八
年
に
制
定
さ
れ
た
こ
の

法
は
、
住
宅
の
販
売
及
び
賃
貸
に
係
る
差
別
的
取

り
扱
い
の
解
消
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
法
が
想

定
す
る
差
別
は
、
人
種
や
肌
の
色
、
宗
教
、
性
別
、

出
身
国
、
家
族
構
成
や
障
害
に
よ
る
も
の
等
広
範

に
わ
た
る
が
、
人
種
に
関
し
て
は
、
不
動
産
屋
等

に
よ
る
誤
っ
た
情
報
提
供
（
在
庫
物
件
を
偽
っ
て

無
し
と
説
明
し
た
り
、
特
定
地
域
へ
の
居
住
を
誘

導
し
た
り
す
る
こ
と
）
を
禁
ず
る
ほ
か
、
地
方
自

治
体
に
よ
る
用
途
地
域
等
の
誤
っ
た
あ
る
い
は
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
住
民
に
不
利
な
変
更
・
格
付
け
等
を

禁
じ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
財

政
的
に
支
援
し
て
い
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

ブ
ロ
ッ
ク
補
助
金
（C

om
m

unity D
evelopm

ent 
B

lock G
rant

：

以
下
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
）
で
あ
る
。
二
〇

多
文
化
共
生
は
、
外
国
人
住
民
と
の
関
係
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
移
民
の
国
」
ア
メ
リ
カ

で
は
、
人
種
や
民
族
の
「
多
様
性
」
の
問
題
と
し

て
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
移
民
あ
る
い
は
そ
の

子
孫
が
い
か
に
一
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し

て
い
く
か
が
議
論
の
中
心
と
な
る
。
そ
う
し
た
総

合
的
な
問
題
へ
の
取
組
は
全
米
各
地
で
長
年
に
わ

た
り
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
る

進
捗
の
違
い
も
散
見
さ
れ
る
。
今
回
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
に
隣
接
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
（W

estchester C
ounty

）

に
お
け
る
取
組
を
見
る
。

ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（Affordable 

H
ousing

）
は
一
般
的
に
は
、
多
額
の
住
宅
費
を

（
一
般
的
に
は
年
収
の
三
分
の
一
以
上
と
い
わ
れ
る
）

支
払
っ
て
い
る
勤
労
世
帯
を
救
済
で
き
る
よ
う
な

住
宅
の
提
供
を
意
味
す
る
。
あ
く
ま
で
も
所
得
面

に
着
目
し
た
考
え
方
だ
が
、
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

住
民
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
く
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
対

ニューヨークにおける
多文化共生施策

　現在、日本においても多文化共生社会の形成が地方自治体にとって大きな課題となっている。
その時に、「人種のるつぼ」の異名を持ち、多様な人種が生きる米国、とくに世界的にも多様な
民族が共生する都市ニューヨークとその周辺には、これからの日本の自治体に参考となる施策も
あるのではないだろうか。本特集では、当事務所職員の経験等を基に、その施策を紹介していく。

集特

1
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
に

お
け
る
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

へ
の
取
組

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
次
長
　 

園
田
　
茂
樹
（
東
京
都
派
遣
）

集特
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

と
は



3　自治体国際化フォーラム　May  2010

集特 ニューヨーク市における
多文化共生施策

〇
六
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
湾
岸

地
域
の
被
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
も
使
わ
れ
た

米
国
住
宅
都
市
開
発
省
（U

.S.D
epartm

ent of 
H

ousing and U
rban D

evelopm
ent

：

以
下
Ｈ

Ｕ
Ｄ
）
に
お
け
る
最
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
の
補

助
金
は
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
や
反
貧
困

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
等
の
地
域
開
発
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。
受
給
資
格
が
あ
る
の
は
比

較
的
大
き
な
都
市
や
都
市
近
郊
の
カ
ウ
ン
テ
ィ

で
、
受
給
希
望
者
は
連
邦
政
府
に
総
合
計
画

（C
onsolidated Plan

）
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

地
域
か
ら
の
出
資
を
募
る
た
め
の
集
会
を
開
催
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画
は
国
家
的
な
優
先
順

位
を
勘
案
し
て
採
択
さ
れ
る
が
、
中
低
所
得
者
の

所
得
保
障
、
市
街
の
ス
ラ
ム
化
の
防
止
、
都
市
の

衛
生
や
防
犯
維
持
の
た
め
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
一
九
七
八
年
の
見
直
し
で
貧
困
率
、
人
口
、

密
集
度
を
判
断
要
素
と
す
るForm

ula A

と
住
宅

の
老
朽
度
、
貧
困
率
、
成
長
の
遅
れ
を
判
断
要
素

と
す
るForm

ula B

の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
カ
テ
ゴ

ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
。
申
請
主
義
で
あ
り
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
補
助
金
で
あ
る
本
補
助
金
の
執
行
状
況

は
連
邦
政
府
の
監
督
下
に
置
か
れ
る
。

ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
や
公
正
住
宅
供
給

（Fair H
ousing

）
の
考
え
方
は
「
職
業
教
育
か
ら

医
療
の
供
給
に
至
る
ま
で
米
国
に
お
け
る
人
種
的

不
平
等
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
」
居
住
地
域
の
分

離
（Residential Segregation

）
を
改
め
、
社

会
的
統
合
へ
と
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
統
合
は
徐
々
に
進
行
し
て
お

り
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
こ
の
面
で
都
市
と
分
断
さ

れ
て
い
た
郊
外
地
域
も
例
外
で
は
な
い
。
現
在
全

国
の
大
都
市
圏
の
郊
外
で
は
、
人
口
の
半
数
以
上

が
黒
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
、
ア
ジ
ア
人
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
五
一
の
大
都
市
圏
郊
外
で
は
、

居
住
者
人
口
に
占
め
る
白
人
の
比
率
が
一
九
八
〇

年
の
八
六
％
か
ら
現
在
六
四
％
に
ま
で
低
下
し
て

い
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
占
め
る

割
合
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
で
一
九
八
〇
年
代
の
二

〇
％
未
満
か
ら
現
在
四
〇
％
近
く
に
ま
で
増
加
し

て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
増
加
は
一
部
の
地
域
に
止
ま

っ
て
お
り
、
地
価
の
高
い
地
域
で
は
相
変
わ
ら
ず

白
人
優
位
が
続
い
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。

実
際
十
二
あ
る
こ
う
し
た
地
域
に
お
い
て
黒
人
が

居
住
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
％
に
も
満
た
な
い
と

い
う
統
計
も
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
ウ

ン
テ
ィ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
属
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
郊
外
に
位
置
す
る
。
面
積
約
四
五
七
平
方
マ

イ
ル
。
ハ
ド
ソ
ン
川
と
ロ
ン
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ

ウ
ン
ド
海
峡
に
挟
ま
れ
て
お
り
、
森
・
丘
・
川
・

湖
等
の
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま

で
郊
外
電
車
で
二
〇
分
か
ら
五
〇
分
前
後
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
さ
れ

た
。
一
戸
建
て
を
中
心
と
し
た
高
級
住
宅
地
も
多

く
、「
東
の
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ

る
。
カ
ウ
ン
テ
ィ
内
の
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
町
内
チ

ャ
パ
ク
ワ
地
区
（C

happaqua, Tow
n of N

ew
 

C
astle

）
に
は
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
や
ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
現
国
務
長
官
も
居
住
し
て
い

る
。
住
宅
価
格
も
百
万
ド
ル
を
超
え
る
物
件
が
全

体
の
三
分
の
一
を
超
え
（
二
〇
〇
四
年
）、
教
育
レ

ベ
ル
も
高
く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
も
充
実

し
た
地
域
で
あ
る
。
高
級
住
宅
地
と
し
て
名
高
い

ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
村
（Village of Scarsdale

）
で

は
中
間
世
帯
の
総
収
入
が
約
二
十
万
ド
ル
で
大
学

院
卒
以
上
の
学
歴
を
持
つ
も
の
が
人
口
の
半
数
以
上

を
占
め
る
。
人
種
的
に
は
白
人
が
約
八
四
％
と
圧

倒
的
に
多
く
、
黒
人
は
一
・
五
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
は
二
・
六
％
、
ア
ジ
ア
系
は
一
二
・
六
％
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
人
の
う
ち
日
本
人
が
約
三
分
の
一
を
占
め
、

日
本
人
駐
在
員
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
村
で
あ
る
。

こ
の
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
は

二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
四
月
ま
で
に

総
額
五
千
万
ド
ル
以
上
の
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
を
受
領
し
て

い
た
。
二
〇
〇
七
年
に
、
反
差
別
団
体
のAnti-

D
iscrim

ination C
enter

は
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
を
相
手
取
り
、
同
カ
ウ
ン
テ
ィ
が

連
邦
政
府
の
補
助
金
申
請
に
あ
た
っ
て
公
正
住
宅

供
給
（Fair H

ousing

）
を
推
進
し
て
い
る
と
し

た
申
告
は
虚
偽
で
あ
り
連
邦
虚
偽
請
求
取
締
法

（Federal False C
laim

s Act

）
に
違
反
し
、
二
〇

〇
〇
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
四
月
ま
で
の
間
受

領
し
た
補
助
金
に
よ
り
連
邦
政
府
に
与
え
た
損
害

の
賠
償
を
請
求
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
同
セ
ン

反
差
別
団
体
の
訴
訟
提
起

都
市
郊
外
に
お
け
るIntegration

の
状
況
と
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・

カ
ウ
ン
テ
ィ
に
つ
い
て
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ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
居
住
者
人
口
が
総
人
口
の
そ
れ
ぞ

れ
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
ま
た
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
の
町
村
に
供
給
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

③ 

そ
の
他
一
二
〇
軒
は
費
用
及
び
民
族
的
な
集
中

の
度
合
い
に
関
す
る
他
の
基
準
に
適
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

④ 

カ
ウ
ン
テ
ィ
は
七
年
以
内
に
こ
の
計
画
を
達
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
反
差
別
団
体Anti-

D
iscrim

ination C
enter

のC
raig G

urian

代
表

か
ら
「
こ
の
計
画
は
最
貧
困
層
を
救
済
す
る
も
の

で
は
な
く
、
四
人
世
帯
で
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る

場
合
年
収
五
万
三
千
ド
ル
以
下
の
人
及
び
分
譲
住

宅
を
購
入
す
る
年
収
七
万
五
千
ド
ル
以
下
の
人
を

対
象
と
し
て
い
る
。」
と
計
画
の
限
界
を
指
摘
す
る

声
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
協
定
締
結
に
も
携
わ
っ
た
Ｈ

Ｕ
Ｄ
の
ロ
ン
・
シ
ム
ズ
副
長
官
は
、「
こ
の
協
定
締

結
は
、
完
全
に
統
合
さ
れ
た
社
会
を
目
指
す
オ
バ

マ
大
統
領
の
意
向
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と

歓
迎
の
弁
を
述
べ
た
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ

ウ
ン
テ
ィ
の
住
民
の
多
く
は
オ
バ
マ
大
統
領
支
持

が
圧
倒
的
で
居
住
人
口
の
多
様
化
を
多
と
す
る
住

民
が
多
い
。
協
定
は
そ
う
し
た
民
意
の
現
れ
と
の

見
方
の
一
方
で
、
今
後
の
進
捗
に
不
安
を
も
つ
住

民
も
少
な
く
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。
所
得
水
準

の
違
う
家
庭
が
果
た
し
て
同
一
地
域
内
に
居
住
で

き
る
の
か
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
と
い
う
。
計
画

実
行
の
た
め
に
は
、
各
地
域
に
お
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
変
更
が
必
要
で
あ
る
が
、
担
当
す
る
の
は
市
町

村
等
の
自
治
体
で
あ
り
、
全
過
程
の
中
で
最
も
難

し
い
部
分
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

タ
ー
は
、
白
人
が
多
数
を
占
め
る
二
四
以
上
の
町

村
に
お
い
て
、
住
宅
を
建
設
す
る
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
カ
ウ
ン
テ
ィ
は
必
要

な
調
査
と
活
動
を
怠
り
、
そ
の
結
果
二
〇
〇
六
年

ま
で
の
間
に
建
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
と
主

張
し
た
。
実
態
解
明
の
た
め
連
邦
政
府
か
ら
派
遣

さ
れ
たJam

es E. Johnson

監
視
官
も
同
カ
ウ
ン

テ
ィ
が
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
推
進
す
る

意
志
を
放
棄
し
て
い
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

同
カ
ウ
ン
テ
ィ
は
当
初
こ
の
訴
訟
を
数
多
あ
る

訴
訟
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
し
か
見
て
い
な
か
っ
た

が
、
二
〇
〇
九
年
二
月
、
連
邦
地
方
裁
判
所

（Federal D
istrict C

ourt

）
のD

enise L. C
ote

裁
判
官
は
低
所
得
者
向
け
住
宅
の
設
置
や
ア
フ
ォ

ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
困
難
な
住
宅
向
け
の
融

資
等
の
分
野
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇

六
年
ま
で
の
同
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
努
力
は
不
十
分
だ
っ

た
と
判
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
ウ
ン

テ
ィ
は
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
実
現
の
た

め
の
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
に
入
り
、
二
〇
〇
九

年
八
月
一
〇
日
に
Ｈ
Ｕ
Ｄ
と
の
間
で
締
結
し
た
協
定

の
中
で
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

① 

カ
ウ
ン
テ
ィ
は
今
後
七
五
〇
軒
の
住
宅
ま
た
は

ア
パ
ー
ト
の
建
設
及
び
取
得
の
た
め
に
五
千
万

ド
ル
以
上
を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

そ
の
う
ち
六
三
〇
軒
は
黒
人
居
住
者
人
口
及
び

こ
の
協
定
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二

三
日
に
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
議
会
に
あ
た
るB

oard 
of Legislators

で
十
二
対
五
の
多
数
で
承
認
さ
れ
、

正
式
に
発
効
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

協
定
締
結
後
の
十
一
月
三
日
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
首

長
に
あ
た
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

（C
ounty Executive

）
の
選
挙
が
あ
り
、
三
期
当

選
の
実
績
を
も
ち
現
職
のAndrew

 Spano

氏
が
、

前
回
（
二
〇
〇
五
年
）
一
六
ポ
イ
ン
ト
の
大
差
を
つ

け
容
易
に
打
ち
負
か
し
た
相
手Robert Astorino

氏
に
今
度
は
逆
に
一
五
ポ
イ
ン
ト
の
大
差
で
負
け

た
。
何
年
も
民
主
党
優
位
の
土
壌
の
中
で
自
ら
も

民
主
党
員
で
あ
る
現
職
が
で
あ
る
。
投
票
率
の
低

さ
が
一
因
と
も
さ
れ
る
が
、Spano

氏
の
公
正
住
宅

供
給
計
画
（Fair H

ousing Plan

）
推
進
を
原
因

に
あ
げ
る
向
き
も
あ
る
。
対
す
るAstorino

氏
は

選
挙
期
間
中
は
こ
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
固
定
資
産
税
を
主
要
課
題
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
た
。

波
乱
含
み
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
政
界
で
は
あ
る
が
、

B
oard of Legislators

の
決
定
は
現
在
も
有
効

で
あ
り
、
今
後
確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

な
る
。

二
〇
一
〇
年
一
月
に
同
カ
ウ
ン
テ
ィ
や
州
・
市
町

村
の
行
政
関
係
者
や
政
治
家
、
民
間
企
業
の
役
職

員
等
約
五
百
人
を
集
め
て
同
カ
ウ
ン
テ
ィ
内
の
タ
リ

ー
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・

カ
ウ
ン
テ
ィ
連
合
会
（W

estchester C
ounty 

協
定
締
結
後
の

カ
ウ
ン
テ
ィ
の
動
向

訴
訟
結
果
を
受
け
た

カ
ウ
ン
テ
ィ
の
対
応
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い
る
こ
と
、
街
中
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
が

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
、
交
通
渋
滞
の
悪
化
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
パ
レ
ー
ド
が
よ

く
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
年
間
で
ど
れ
だ
け

の
パ
レ
ー
ド
が
あ
る
の
か
、
特
に
人
種
・
宗
教
に
関

係
が
あ
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
実
施
さ
れ
る
も
の
だ

け
に
絞
っ
て
調
べ
て
み
た
。

こ
れ
ら
の
パ
レ
ー
ド
の
数
を
見
た
だ
け
で
も
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
は
い
か
に
多
く
の
人
種
・
宗
教
の

人
々
が
住
ん
で
い
る
か
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日

本
を
含
め
、
パ
レ
ー
ド
を
し
て
い
な
い
国
や
地
域
の

出
身
者
も
多
数
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
人
種
・

宗
教
の
区
分
に
は
該
当
し
な
い
が
、
六
月
の
最
終

日
曜
日
に
は
、
非
常
に
大
規
模
な
同
性
愛
者
の
パ

レ
ー
ド
が
五
番
街
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
日
に
は
、

同
性
同
志
で
楽
し
そ
う
に
手
を
つ
な
い
だ
り
、
腕

を
組
ん
だ
り
し
て
パ
レ
ー
ド
に
向
か
う
人
た
ち
の

姿
を
た
く
さ
ん
目
に
す
る
。
こ
う
し
た
パ
レ
ー
ド
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
は
、
多
様

な
人
種
、
宗
教
、

主
義
主
張
の
人

た
ち
が
住
ん
で
い

る
場
所
で
あ
る

こ
と
を
実
感
で

き
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
多
人
種
、
多
宗
教
の
人
た
ち

が
寄
せ
集
ま
っ
て
生
活
し
て
い
る
の
で
、
日
本
と
は

私
は
、
現
在
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・

ウ
エ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
が
、
今

回
は
、
私
に
と
っ
て
二
度
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在

で
あ
る
。
最
初
の
滞
在
は
一
九
九
五
年
七
月
か
ら

約
一
年
間
で
、
そ
の
と
き
も
や
は
り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
生
活
し
た
。
前
回
は
、
勤
務
場
所
の
関
係
か
ら

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
ア
パ
ー
ト
に

入
居
し
た
。

最
初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
が
私
に
は
初
め
て
の

ア
メ
リ
カ
訪
問
で
あ
り
、
初
め
て
の
海
外
で
の
生

活
で
あ
っ
た
。
最
初
の
滞
在
時
に
一
番
「
日
本
で
は

見
た
こ
と
が
な
い
」
と
異
文
化
を
感
じ
た
の
は
、

男
性
が
ほ
ぼ
年
中
黒
い
帽
子
、
ズ
ボ
ン
と
コ
ー
ト
、

白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
も
み
あ
げ
を
長
く
の

ば
し
て
い
る
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
で
も
戒
律
を
厳
し

く
守
っ
て
い
る
正
統
派
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
を
見

か
け
た
と
き
で
あ
っ
た
。ア
メ
リ
カ
に
来
る
前
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
が
大

き
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
つ
い
て

は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
接
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
男
性
全
員
が
同
じ
服
装
を
し
て
い
る
ユ
ダ
ヤ

教
徒
を
見
た
と
き
に
、
と
て
も
驚
い
た
こ
と
は
今

で
も
記
憶
に
新
し
い
。

二
度
目
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
生
活
で
新
た
に
感
じ

る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
肥
満
が
大
幅
に
進
ん
で

cセントパトリックスデー　マンハッタン
5番街のパレードの様子（2010年3月17日）

パ
レ
ー
ド
に
見
る
多
様
性

2
多
様
性
は
力

―
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
生
活
に
見
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
社
会
の
多
様
性

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
所
長
補
佐
　 

河
村
　
千
鶴
子
（
広
島
市
派
遣
）

集特

Association

）
で
講
演
し
た
新
カ
ウ
ン
テ
ィ
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブRobert Astorino

氏
は
講
演
後
の
質
疑

の
中
で
、
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
に
つ
い
て
「
一
月
末
の
締
め
切

り
ま
で
に
補
助
金
を
申
請
し
、
設
定
し
た
水
準
を

満
た
す
よ
う
整
備
し
て
い
く
。」
と
発
言
し
て
い
る
。

［
参
考
］

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
2.w

estchestergou.com

Ｈ
Ｕ
Ｄ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://portal.hud.gov

食
べ
物
に
み
る
多
様
性
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比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
世
界
各
国
の
料
理
を

味
わ
え
る
機
会
が
多
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
レ
ス

ト
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
チ
ベ
ッ

ト
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ペ
ル
ー
、
モ
ロ
ッ

コ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
等
々
の
区
分
で
お

店
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
滞
在

で
初
め
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
も
特
別
な
食
材
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
ハ
ラ
ル
・

フ
ー
ド
と
同
様
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
た
め
の
コ
ー
シ
ャ

ー
（kosher

）
と
呼
ば
れ
る
食
材
が
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
も
売
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ラ
ル
・
フ
ー
ド
は
、
歩
道
の
脇
に
屋
台
の
ス
タ

イ
ル
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
が
非
常
に
多
い
よ

う
に
感
じ
る
。
こ
の
人
た
ち
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

冬
の
寒
風
の
中
で
も
一
日
中
外
に
立
っ
て
販
売
し
て

い
る
の
に
は
感
心
す
る
。
ハ
ラ
ル
・
フ
ー
ド
の
販
売

者
は
自
分
自
身
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
の
で
あ
ろ
う
、

日
が
暮
れ
て
寒
さ
が
増
す
真
冬
の
夕
方
、
小
さ
な

段
ボ
ー
ル
紙
を
歩
道
に
敷
い
て
、
屋
台
の
横
で
メ
ッ

カ
の
方
向
を
向
い
て
お
祈
り
し
て
い
る
の
を
帰
宅

途
中
、
何
度
か
目
に
し
た
。

菜
食
主
義
の
人
た
ち
の
た
め
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

食
材
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
菜
食
主
義
の
中
で
も
、

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
（vegan
）
と
い
わ
れ
る
完
全
菜
食
主

義
（
動
物
性
の
も
の
を
一
切
口
に
し
な
い
主
義
）
の

人
た
ち
の
た
め
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
も
ス
ー
パ
ー

で
普
通
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
肉
料

理
は
少
な
く
て
も
、
麺
類
の
だ
し
な
ど
に
は
魚
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン

の
人
が
や
っ
て
来
た
と
き
に
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
を

見
つ
け
る
こ
と
に
苦
労
し
た
経
験
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
も
含
め
、
菜
食
主
義
の
人

た
ち
が
困
る
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。

お
寿
司
は
、
す
っ
か
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
食
生
活

で
市
民
権
を
獲
得
し
て
お
り
、
一
般
の
ス
ー
パ
ー
の

総
菜
コ
ー
ナ
ー
で
パ
ッ
ク
入
り
の
巻
き
寿
司
や
握
り

寿
司
が
普
通
に
売
ら
れ
て
い
る
。
チ
ー
ズ
が
入
っ
た

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
ル
、
真
っ
赤
な
香
辛
料

が
ま
ぶ
さ
れ
た
ス
パ
イ
シ
ー
・
ロ
ー
ル
、
ブ
ラ
ウ
ン
・

ラ
イ
ス
（
玄
米
）
の
ロ
ー
ル
な
ど
、
日
本
で
は
見
か

け
な
い
ア
メ
リ
カ
ス
タ
イ
ル
の
巻
き
寿
司
も
あ
る
。

話
を
パ
レ
ー
ド
に
戻
す
と
、
先
述
の
パ
レ
ー
ド

以
外
に
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
、
七
月
の
独
立
記
念

日
、
一
〇
月
の
コ
ロ
ン
バ
ス
・
デ
ー
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
、
十
一
月
の
サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
ー
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
の

多
様
性

4
月

シ
ー
ク
教
徒
文
化
協
会
パ
レ
ー
ド
（
下
旬
）

5
月

キ
ュ
ー
バ
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
第
一
日
曜
日
）

ト
ル
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
パ
レ
ー
ド
（
中
旬
土
曜
日
）

ハ
イ
チ
国
旗
の
日
パ
レ
ー
ド
（
中
旬
日
曜
日
）

ノ
ル
ウ
ェ
ー
系
ア
メ
リ
カ
人
パ
レ
ー
ド

（
五
月
一
七
日
に
最
も
近
い
日
曜
日
）

イ
ス
ラ
エ
ル
を
た
た
え
る
パ
レ
ー
ド
（
下
旬
日
曜
日
）

ハ
イ
チ
系
ア
メ
リ
カ
人
パ
レ
ー
ド
（
最
後
の
週
末
）

6
月

フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
記
念
日
パ
レ
ー
ド
（
第
一
日
曜
日
）

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
パ
レ
ー
ド
（
第
二
日
曜
日
）

プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
日
パ
レ
ー
ド
（
第
二
日
曜
日
）

8
月

イ
ン
ド
独
立
記
念
日
パ
レ
ー
ド
（
第
三
週
目
の
週
末
）

ド
ミ
ニ
カ
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
同
右
）

パ
キ
ス
タ
ン
独
立
記
念
日
パ
レ
ー
ド
（
下
旬
）

9
月

ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
パ
レ
ー
ド
（
第
三
週
目
の
週
末
）

ム
ス
リ
ム
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
後
半
）

メ
キ
シ
コ
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
第
二
週
目
の
週
末
）

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
日
パ
レ
ー
ド
（
後
半
）

10
月

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
コ
ロ
ン
バ
ス･

デ
ー
の
前
の
日
曜
日
）

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
パ
レ
ー
ド
（
第
一
日
曜
日
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
第
一
日
曜
日
）

コ
レ
ア
ン
・
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
第
一
週
目
の
週
末
）

1
月

中
国
の
新
年
パ
レ
ー
ド

（
一
月
二
一
日
か
ら
二
月
一
九
日
の
間
の
最
初
の
満
月
の
日
）

3
月

セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
ス
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）

（
三
月
一
七
日
）

ギ
リ
シ
ャ
独
立
記
念
日
パ
レ
ー
ド
（
三
月
二
五
日
に
最
も
近
い
日
曜
日
）



7　自治体国際化フォーラム　May  2010

集特 ニューヨーク市における
多文化共生施策

大
規
模
な
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
る
。
パ
レ
ー
ド

に
加
え
て
、
国
連
総
会
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ

ィ
・
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
大
規
模
な
交
通
規
制
が
必

要
な
イ
ベ
ン
ト
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
通
り
を

通
行
止
め
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
行
わ
れ
る
。

交
通
規
制
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

の
仕
事
で
あ
る
。
気
候
の
よ
い
と
き
に
は
ほ
ぼ
毎

週
、
ど
こ
か
の
通
り
が
通
行
止
め
に
な
り
、
大
渋

滞
が
発
生
す
る
。
外
出
を
予
定
し
て
い
る
と
き
に

は
、
こ
の
交
通
規
制
と
渋
滞
が
疎
ま
し
く
思
わ
れ

る
の
だ
が
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
が
こ
う
い
っ
た
パ
レ
ー
ド
や

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
動
員
す
る
労
力
は

相
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

ア
メ
リ
カ
の
警
察
は
、
日
本
の
警
察
と
は
異
な

っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
。
日
本
で
は
警
察
は
都
道
府

県
の
組
織
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
州
レ
ベ
ル
や

市
町
村
レ
ベ
ル
に
も
警
察
が
あ
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
み
か
け
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
で
あ
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
を
歩
く
と
、
警
察
官
が
立

っ
て
、
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
る
姿
を
よ
く
目
に
す
る

が
、
日
本
の
警
察
官
が
ほ
ぼ
直
立
不
動
で
立
っ
て

い
る
の
と
は
違
っ
て
、
彼
ら
は
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
何
も
な
け
れ
ば
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
ん
だ
り
、
仲
間
の
警
察
官
と
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
し
て
い
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
観
光

客
の
記
念
撮
影
に
応
じ
て
も
く
れ
る
。
そ
の
た
め

日
本
の
警
察
よ
り
も
親
し
み
や
す
い
感
じ
が
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
日
に
よ
っ
て
は
、
普
段
は
見
か
け
な

い
機
関
銃
を
も
っ
た
警
察
官
が
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
そ
ば
を
警
備
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
姿
を
目
に
す
る

と
、
何
か
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
こ
ち
ら
の
ほ
う
が

緊
張
す
る
。

も
う
一
つ
日
本
の
警
察
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
騎
馬

警
官
が
い
る
こ
と
だ
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
騎
馬
警
察
隊

は
一
八
七
一
年
に
創
設
さ
れ
、
一
一
二
人
の
騎
馬
警

察
官
と
約
八
〇
頭
の
馬
が
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

パ
レ
ー
ド
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
有
名
な
タ
イ
ム
ズ
・

ス
ク
エ
ア
の
大
晦
日
の
集
会
な
ど
に
お
い
て
は
、
騎

馬
警
官
の
方
が
一
般
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
よ
り
も
そ

の
存
在
が
す
ぐ
に
わ
か
り
、
色
々
な
面
で
機
動
力

に
優
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
た
く

さ
ん
の
パ
レ
ー
ド
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
限

り
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
騎
馬
警
察
隊
が
な
く
な
る
こ
と

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
自
体
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
多
文
化
社
会

を
象
徴
す
る
組
織
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
一
月
四
日

付
け
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
に
よ
る

と
、
二
〇
〇
六
年
七
月
以
降
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
採
用

さ
れ
た
警
察
官
五
五
九
三
人
の
う
ち
、
一
〇
四
二

人
、
約
五
人
に
一
人
は
外
国
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
出
身
国
数
は
、
八
八
カ
国
に
上

り
、
最
多
は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
、
ハ
イ
チ
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
と
続
く
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
は
、
組
織
を
多
様
化
す
る
た
め
に
努
力
し
て
お

り
、
定
期
的
に
外
国
語
の
新
聞
に
警
察
官
採
用
の

広
告
を
掲
載
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
の
長
官
は
、
こ
の
記
事
の
中
で
、「
街
の
多
様
性

が
進
む
に
つ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
は
世
界
で

一
番
多
様
化
し
た
組
織
に
な
っ
て
き
た
と
信
じ
て
お

c パレード前の警備にあたる騎馬警官

cパレード時の勤務にあたるNYPDの警察官
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「
多
文
化
共
生
」
施
策
に
つ
い
て
書
け
、
と
い
う

謎
か
け
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
頂
い
た
。
英
語
で
は

”m
ulticulturalism

“

と
訳
す
の
で
あ
ろ
う
が
、

正
直
な
と
こ
ろ
概
念
と
し
て
理
解
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
事
務
所
の
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
政
府
が
行
っ
て
い
る
「
多
文
化
共
生
」

施
策
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
尋
ね
て
み
た
。
返
っ

て
き
た
答
え
は
、「
そ
の
よ
う
な
施
策
が
あ
る
わ
け

が
な
い
」。
察
す
る
に
、
文
化
に
対
す
る
思
想
に
は

様
々
な
も
の
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
文
化
相
対
主
義

な
ど
の
立
場
も
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
政
府
で
あ
れ
、「
多
文
化
共
生
」

を
施
策
と
し
て
行
う
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
、

と
い
う
の
が
常
識
的
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
で
本
稿
を
終
わ
り
と
す
る
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
、
代
わ
り
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ひ
い
て
は
ア

メ
リ
カ
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

日
本
国
以
外
の
国
に
長
期
滞
在
す
る
の
は
今
回

が
三
度
目
で
あ
る
。
一
度
目
は
ト
ー
リ
ー
党
の
メ
ー

ジ
ャ
ー
政
権
下
で
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
綻
び
が
目
立

ち
始
め
、
レ
イ
バ
ー
党
の
党
首
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
が

台
頭
し
て
き
た
頃
の
ロ
ン
ド
ン
。
ブ
レ
ア
を
ヒ
ョ
ウ

に
見
立
て
、

”N
ew

 Labor, N
ew

 D
anger

“

と
大

き
く
書
か
れ
た
ト
ー
リ
ー
党
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー
が
チ
ュ
ー
ブ
の
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら

れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
二
度
目
は
、
民
主
党
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
。
ア
メ
リ
カ
全
体
の
消
費
意
欲
が
盛
ん
で
、
こ

れ
ま
で
光
の
当
た
る
こ
と
の
な
か
っ
た
社
会
的
弱

者
に
光
を
当
て
る
政
策
に
よ
り
大
統
領
の
支
持
率

も
高
か
っ
た
た
め
か
、
セ
ク
シ
ャ
ル
な
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
リ
ン
ト
ン
の
人
気
は
さ
ほ

ど
衰
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
三
度
目
が
、
オ
バ
マ
大

統
領
就
任
直
後
の
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
る
。

東
京
を
比
較
の
対
象
に
加
え
て
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ほ
ど
多
様
性
を
許
容
す
る
都
市
は
、
世
界
の

ど
こ
を
探
し
て
も
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
多
様
性
は
、
人
種
別
住
民

の
比
率
を
見
て
も
明
ら
か
だ
。
市
の
北
部
に
位
置

す
る
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
あ
る
ハ

都
市
の
多
様
性

は
じ
め
に

3
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

多
様
性
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
所
長
補
佐
　 
田
辺
　
晶
子
（
鳥
取
県
派
遣
）

集特

り
、
そ
れ
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
組
織
の
多
様

性
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。
多
様
性
は
警
察
に
と

っ
て
よ
い
こ
と
だ
―
多
様
性
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

率
的
な
組
織
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

多
様
性
（diversity

）
と
い
う
言
葉
は
、
ア
メ
リ

カ
社
会
を
表
現
す
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で

あ
る
。
多
様
性
が
ア
メ
リ
カ
の
力
で
あ
る
、
と
い
っ

た
表
現
は
政
治
家
や
政
府
関
係
者
の
コ
メ
ン
ト
で

よ
く
耳
に
す
る
。
多
様
性
が
日
常
生
活
に
溢
れ
、

普
通
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
―
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
生
活
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
の
社
会
の
「
多

様
性
」
は
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
異
な
る
言
語
・

文
化
・
習
慣
の
人
た
ち
の
存
在
は
「
問
題
を
引
き

起
こ
す
」
と
考
え
が
ち
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
で
は
国
の
成
り
立
ち
の
歴
史
が
ま
っ
た

く
異
な
る
た
め
、
同
じ
土
俵
で
比
較
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
に
お
い

て
は
、
日
本
も
異
な
る
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
も
っ
と
慣
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
言
語
、
宗
教
、
文
化
の
違
い
か
ら
生
じ

る
様
々
な
問
題
を
越
え
て
、「
違
い
」
を
「
多
様
性
」

と
し
て
社
会
の
力
に
変
え
て
い
く
と
こ
ろ
が
、
ア
メ

リ
カ
の
国
と
し
て
の
底
力
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。



9　自治体国際化フォーラム　May  2010

集特 ニューヨーク市における
多文化共生施策

リ
ソ
ン
、
ラ
イ
、
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
な
ど
の
自
治
体

は
白
人
比
率
が
九
〇
％
を
超
え
て
い
る
の
と
比
較

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
白
人
は
過
半
数
に
満
た
な

い
。
黒
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
、
ア
ジ
ア
系
な
ど
の
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
が
多
く
住
み
、
こ
の
多
様
性
が
、
正

に
〝
人
種
の
坩
堝
〟
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
を
世
界
で
最
も
エ
キ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
な
都
市
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
多
様
性
も
少
し
掘
り
下
げ
て
み

る
と
、
現
実
は
理
想
と
ほ
ど
遠
い
こ
と
が
見
え
て

く
る
。
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
ジ
に
鑑
み
れ
ば
、
実
感
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
、
デ
リ
の
調
理
員
、
店

の
レ
ジ
打
ち
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
レ
イ
バ
ー
階
級
の

職
業
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
ン
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
、

ア
ジ
ア
系
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
就
い
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
英
語
の
発
音
も
分
か
り
辛
い
。
逆
に
、

こ
の
一
年
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
お
目
に
か
か

っ
た
比
較
的
社
会
的
地
位
の
高
い
職
業
の
方
々
、

例
え
ば
、
首
長
、
議
員
、
州
政
府
職
員
、
ウ
オ
ー

ル
ス
ト
リ
ー
ト
の
証
券
マ
ン
、
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
、

思
い
出
す
限
り
白
人
で
あ
る
。

こ
の
実
感
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
社

会
に
ま
だ
多
様
性
の
意
識
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ

と
を
示
唆
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
が

今
年
に
な
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
オ
バ
マ
大

統
領
が
副
大
統
領
候
補
に
選
出
し
た
、
民
主
党
の

多
数
派
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ハ
リ
ー
・
ラ
イ
ト
上
院
議

員
の
二
〇
〇
六
年
の
発
言
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

ラ
イ
ト
上
院
議
員
が
、〝
色
が
薄
く
、
ニ
グ
ロ
訛
り

が
な
い
〟
こ
と
か
ら
、
オ
バ
マ
は
黒
人
初
の
大
統
領

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
想
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ラ
イ
ト
上
院
議
員
の
こ
の
発
言
に
対
し
、
サ
ウ

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
上
院
の
ナ
ン
バ
ー
３
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
議
員
は
、

〝
私
は
、
こ
の
国
家
が
色
を
気
に
し
な
い
国
に
な
れ

ば
よ
い
と
願
う
一
人
だ
。
し
か
し
現
実
は
程
遠
い
。〟

と
述
べ
て
い
る
。

初
と
呼
ば
れ
る
の
は
オ
バ
マ
だ
け
で
は
な
い
。
パ

タ
ー
ソ
ン
は
〝
黒
人
初
の
〟
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事

と
呼
ば
れ
、
今
回
の
選
挙
で
当
選
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、〝
ア
ジ
ア
系
初
〟
と

呼
ば
れ
る
。
共
和
党
の
元
副
大
統
領
候
補
で
前
ア

ラ
ス
カ
州
知
事
の
サ
ラ
・
ペ
イ
リ
ン
は
、
女
性
で
あ

っ
た
が
故
に
注
目
さ
れ
た
。
や
は
り
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

が
高
い
社
会
的
地
位
を
手
に
入
れ
る
の
は
、
ア
メ

リ
カ
で
も
並
大
抵
で
は
な
い
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
多
様
性
へ
の
道
程
は
、
歴

史
的
に
見
て
も
険
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
周

知
の
事
実
だ
。

連
邦
最
高
裁
が
奴
隷
制
度
に
支
持
を
与
え
た
こ

と
で
有
名
なScott v. Stanford

は
一
八
五
七
年
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
判
決
を
き
っ
か
け
に
、
急
進
的

奴
隷
解
放
論
者
で
あ
っ
た
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が

誕
生
し
、
一
八
六
五
年
に
は
南
北
戦
争
に
お
い
て
北

軍
が
勝
利
、
連
邦
憲
法
第
一
三
修
正
の
成
立
に
よ

り
奴
隷
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。
一
八
六
六
年
に
は

第
一
四
修
正
が
追
加
さ
れ
、
合
衆
国
に
出
生
ま
た

は
帰
化
し
た
黒
人
に
市
民
権
が
認
め
ら
れ
、
一
八

七
〇
年
に
は
第
一
五
修
正
に
よ
り
投
票
の
権
利
が

保
障
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
一
四
〇
年
、
法
的
な
整
備
に
伴
い
ア
メ

リ
カ
に
は
多
様
性
の
精
神
が
着
々
と
根
付
い
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

答
え
は
否
で
あ
る
。「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
の

理
論
（Plessy v. Fergason, 1896

）
が
長
き
に
渡

り
支
配
的
で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
列
車
や
レ
ス
ト

人
種
の
多
様
性
と

ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
ジ

多
様
性
へ
の
道
程

c パターソン NY 州知事
（New York Times 2010年2月28日発行より）

cオバマ大統領
（New York Times 2010年3月10日発
行より）
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ラ
ン
、
公
立
学
校
と
い
っ
た
公
共
の
場
所
で
、
人
種

に
よ
る
分
離
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
是
正
さ

れ
た
の
は
こ
こ
五
〇
年
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
日
系
人
に
は
日
系
人
特
有
の
苦
労
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。
昨
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の

セ
ツ
コ
・
ニ
シ
名
誉
教
授
を
お
招
き
し
、
レ
ク
チ
ャ

ー
を
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
日
系
二
世
で

あ
る
同
氏
は
、
大
戦
中
強
制
収
容
さ
れ
、
終
戦
後

は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
制
度
的
差
別
撤
廃
に
功
績

を
残
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
両
親
や
御
自

身
を
含
め
、
多
く
の
日
系
人
の
方
々
が
経
験
し
て

こ
ら
れ
た
苦
難
、
つ
ま
り
日
本
人
と
し
て
の
誇
り

や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
、

い
わ
ば
ア
メ
リ
カ
国
家
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
対
す
る
不
条
理
と
い
っ
た
深
い
感
情
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
争
と
い
う
特
殊
事
情
が
生
み
出
し
た
状
況
で

あ
っ
た
と
は
い
え
、
日
系
人
で
あ
る
と
い
う
人
種
そ

の
も
の
が
、
国
家
に
よ
る
人
権
の
制
約
を
正
当
化

す
る
理
由
た
り
得
る
と
い
う
事
実
は
極
め
て
重
く
、

戦
争
中
の
日
系
人
の
収
容
所
へ
の
収
容
が
そ
れ
ぞ

れ
の
人
格
に
与
え
た
影
響
も
看
過
で
き
な
い
。

最
後
に
、
行
政
組
織
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
戦

略
性
の
高
い
行
政
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、

組
織
の
多
様
性
の
推
進
が
最
重
要
で
あ
る
。
私
の

派
遣
元
で
あ
る
鳥
取
県
で
も
数
年
前
よ
り
女
性
の

登
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

州
の
セ
ン
サ
ス
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
よ
る
と
、
一
九
九

五
年
に
は
三
三
％
で
あ
っ
た
州
人
口
に
占
め
る
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
割
合
は
、
二
〇
二
五
年
に
は
四
七
％
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
州
政

府
職
員
は
、
白
人
七
六
・
三
％
、
黒
人
一
五
・
七
％
、

女
性
四
九
・
二
％
で
あ
る
。
一
定
以
上
の
高
額
給

与
を
得
て
い
る
職
員
が
全
体
の
八
・
三
％
い
る
中

で
、
そ
の
層
に
属
す
る
女
性
は
女
性
全
体
の
六
・
一

％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
二
つ
の
事
実
が
導
き
出
さ
れ
る
。

一
点
目
は
、
住
民
の
人
種
別
比
率
や
性
別
比
率
と

職
員
の
そ
れ
と
は
依
然
と
し
て
乖
離
が
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
点
目
は
、
州
政
府

職
員
の
う
ち
、
よ
り
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い
て
い

る
女
性
職
員
の
割
合
は
、
男
性
職
員
と
の
比
較
に

お
い
て
、
圧
倒
的
に
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

よ
り
複
雑
な
要
因
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
よ
う
に
、
行
政
組
織
の
観
点
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
政
府
が
多
様
性
の
推
進
に
向
け
て
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
初
め
て
訪
れ
る
人
を
拒
ま

な
い
、
懐
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
独
特
の
雰
囲
気

が
あ
る
。
そ
の
た
め
か
日
本
の
極
端
な
市
場
原
理

主
義
者
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
ま
る
で
理
想

郷
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
う
方
が
い
る
か
も
知
れ

な
い
。

し
か
し
、
ウ
オ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
せ
よ
、
多
様
性
の
推
進
に
せ
よ
、
人
々
が

長
い
歴
史
の
中
で
努
力
し
て
勝
ち
取
る
、
遅
々
と

し
た
歩
み
の
中
に
の
み
真
の
成
果
を
見
出
す
こ
と

が
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

行
政
組
織
の
多
様
性

結
び
に
か
え
て

多
様
な
人
々
が
暮
ら
す
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
中
で

も
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
は
特
に
多
く
の
移
民
が
住
ん

で
い
る
。
約
二
三
〇
万
人
の
ク
イ
ー
ン
ズ
区
住
民
の

う
ち
半
数
近
く
が
ア
メ
リ
カ
国
外
の
生
ま
れ
で
あ

り
、
自
分
の
家
で
は
英
語
以
外
の
言
葉
を
話
す
人

が
半
数
を
超
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
ク
イ
ー

4
新
し
い
国
で
の
人
生
を
豊
か
に
す
る

場
所
・
ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
所
長
補
佐
　 

阿
部
　
真
也
（
総
務
省
派
遣
）

集特
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集特 ニューヨーク市における
多文化共生施策

ン
ズ
区
で
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ク
イ
ー

ン
ズ
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

ク
イ
ー
ン
ズ
住
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
や
ク

イ
ー
ン
ズ
区
役
所
か
ら
は
独
立
し
た
非
営
利
組
織

で
あ
り
、
中
央
図
書
館
と
六
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図

書
館
、
七
つ
の
成
人
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
つ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
リ
テ
ラ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
持
っ

て
い
る
。
運
営
費
用
約
一
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
二

〇
〇
九
年
度
）
の
う
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
のcフラッシング図書館（クイーンズ図書館ホームページより）

ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館
の
概
要

補
助
金
が
約
九
〇
〇
〇
万
ド
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

と
連
邦
政
府
か
ら
の
補
助
金
が
計
約
一
五
〇
〇
万

ド
ル
、
残
り
は
寄
付
等
で
あ
る
。
所
蔵
し
て
い
る

本
や
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
資
料
は
合
計
で
七
一
〇

万
件
、
二
〇
〇
九
年
六
月
末
ま
で
の
一
年
間
で
延
べ

一
四
七
〇
万
人
が
図
書
館
を
利
用
し
、
貸
し
出
し

件
数
は
二
三
〇
〇
万
件
で
あ
っ
た
。

中
央
図
書
館
は
、
一
二
五
万
冊
以
上
の
図
書
、

二
一
〇
〇
種
の
雑
誌
・
定
期
刊
行
物
、
二
万
点
の
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
二
万
三
千
点
の
音
楽
Ｃ
Ｄ
他
、

様
々
な
資
料
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
対
応

言
語
も
四
〇
以
上
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
系

ア
メ
リ
カ
人
の
文
化
に
関
連
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も

四
万
点
以
上
が
所
蔵
さ
れ
る
な
ど
、
テ
ー
マ
に
即

し
た
収
集
も
行
わ
れ
て
い
る
。
英
語
習
得
の
た
め

の
教
材
も
、
六
〇
言
語
以
上
に
及
ぶ
も
の
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
収
集
は
七
五
人
の

職
員
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
職
員
の
大

半
は
様
々
な
分
野
に
お
い
て
修
士
号
以
上
の
学
位

を
取
得
し
て
い
る
専
門
家
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、

多
数
の
オ
ー
デ
ィ
オ
資
料
を
そ
ろ
え
た
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
や
、
完
成
間
近
で
あ
る
幼
児
か
ら
低
学

年
向
け
の
施
設
な
ど
が
あ
る
。
健
康
関
連
情
報
セ

ン
タ
ー
で
は
、
病
気
の
症
状
や
処
方
さ
れ
た
薬
に

つ
い
て
調
べ
た
り
、
医
者
や
病
院
を
決
め
る
た
め

の
情
報
を
収
集
し
た
り
す
る
な
ど
、
医
療
関
係
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
医

療
専
門
家
の
司
書
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、
図
書
館

利
用
者
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

六
一
カ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
の
う
ち
の
一

つ
で
あ
る
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
図
書
館
に
は
、
国
際
資
料

館
が
あ
り
、
五
〇
以
上
も
の
言
語
に
よ
る
資
料
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

成
人
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

英
語
の
習
得
の
た
め
の
他
の
言
語
に
よ
る
図
書
、

辞
書
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
教
材
が
多
数
そ
ろ

え
ら
れ
、
常
駐
し
て
い
る
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
た
り
、
語
学
教
室
が
開
催
さ
れ
た

り
し
て
い
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
図
書
館
が
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
地
域
で
は
中
国
語
を
話
す
人
が

特
に
多
い
が
、
図
書
館
内
の
案
内
表
示
は
中
国
語

で
も
行
わ
れ
、
中
国
語
な
ど
複
数
の
言
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
図
書
館
員
も
い
る

な
ど
、
地
域
事
情
に
即
し
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

所
蔵
資
料
が
多
言
語
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、 

情
報
提
供
や
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
多

言
語
対
応
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ク
イ
ー
ン
ズ
図
書

館
の
特
色
の
一
つ
と
言
え
る
。
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
は
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ

シ
ア
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
に
よ
っ
て
情
報
提
供

が
さ
れ
て
お
り
、
多
言
語
に
よ
る
蔵
書
検
索
も
可

能
で
あ
る
。
蔵
書
・
資
料
に
関
す
る
情
報
だ
け
で

は
な
く
、移
民
向
け
に
低
料
金
ま
た
は
無
料
で
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
団
体
の
活
動
分
野
は
、

福
祉
や
医
療
、
教
育
、
法
律
、
職
業
訓
練
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
使
用
言
語
も
五
〇
以
上
、

団
体
数
は
二
〇
〇
以
上
で
あ
り
、
自
分
が
住
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
近
く
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
が
あ
る
の
か
、
ま
た
自
分
が
必
要
と
し

多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
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在
一
四
言
語
）
に
よ
る
情
報
収
集
が
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
資
料
や
情
報
の
提
供
以
外
に
も
、

利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
英

語
習
得
ク
ラ
ス
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
方
法
の
ク

ラ
ス
、
文
化
講
座
な
ど
の
無
料
講
座
で
あ
る
。
英

語
以
外
の
言
語
を
話
す
人
の
た
め
の
英
語
ク
ラ
ス

は
、
二
八
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
に
お
い
て
実
施

さ
れ
、
年
間
に
一
〇
〇
ク
ラ
ス
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
受
講
希
望
者
が
い
る
た
め
、
先
着
順
あ
る

い
は
抽
選
に
よ
り
受
講
者
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
は
初
級
と
中
級
に
分
け
ら
れ
、
英
語
教
育

の
技
術
を
持
っ
た
専
門
家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

指
導
さ
れ
て
い
る
。
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
銀
行

や
住
居
の
契
約
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
日
常
生
活

を
行
う
た
め
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

読
み
書
き
や
会
話
の
練
習
が
行
わ
れ
る
。
自
分
で

学
習
す
る
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
オ
ー
デ
ィ
オ
機

器
が
整
備
さ
れ
て
い
る
成
人
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

多
く
の
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
語
学
習
得
に
励
ん

で
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
を
育
て
る
親
の
た
め
に

は
、
英
語
に
よ
る
子
育
て
の
方
法
を
学
ん
だ
り
、

子
ど
も
と
一
緒
に
学
校
の
宿
題
を
教
え
て
も
ら
い

子
ど
も
の
教
育
に
親
が
関
わ
る
方
法
を
学
ん
だ
り

す
る
な
ど
、
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
お

り
、
大
人
以
上
に
早
く
英
語
能
力
を
身
に
付
け
る

子
ど
も
と
親
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
サ
ポ
ー
ト

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ク
イ

ー
ン
ズ
図
書
館
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
う
ち
、

学
校
の
放
課
後
に
図
書
館
で
宿
題
を
し
た
り
自
習

の
支
援
を
行
っ
た
り
す
る
も
の
は
、
子
ど
も
た
ち

に
安
全
な
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
学
力
の
向

上
を
図
る
も
の
と
し
て
、
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
。

英
語
の
習
得
以
外
に
も
、
図
書
館
の
利
用
方
法

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
方
、
就
職
の
た
め
の
面
接

の
受
け
方
や
履
歴
書
の
書
き
方
、
市
民
権
の
取
得

方
法
、
不
動
産
の
取
得
方
法
に
つ
い
て
な
ど
、
多

種
多
様
な
講
座
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
新
し
く
ア

メ
リ
カ
の
住
民
と
な
っ
た
人
々
が
円
滑
に
生
活
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
に
不
可
欠
な
知
識
だ
け
で

は
な
く
、
料
理
教
室
や
読
書
会
、
手
芸
や
音
楽
鑑

賞
な
ど
文
化
的
な
催
し
も
行
わ
れ
て
お
り
、
利
用

て
い
る
分
野
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
英
語
習

得
の
た
め
の
語
学
学
校
や
ク
ラ
ス
を
実
施
し
て
い

る
団
体
の
リ
ス
ト
も
作
成
し
て
い
る
。
図
書
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
は
英
語
を
自
習
で
き
る
教
材

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
健
康
状
態
や
医
療
に
つ

い
て
の
英
語
能
力
向
上
を
図
る
教
材
を
特
集
し
た

ペ
ー
ジ
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
生
活
に
不
可

欠
な
知
識
を
効
率
的
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、W

orldlinQ

と
い
う
サ
イ
ト
は
、 

教

育
・
行
政
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
医
療
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
世
界
中
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
を
収
集
し
、
容
易
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
多
言
語
（
現

図
書
館
が
提
供
す
る

無
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
英
語
ク
ラ
ス

c英語クラスのようす（クイーンズ図書館ホームページより）

c図書館内のようす（クイーンズ図書館ホームページより）
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者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
講
座
の
中
に
は
、
多
言
語
で
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
参
加
者
の
選
択
の
幅
を
広
げ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館
は
図
書
の

貸
し
出
し
の
み
な
ら
ず
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
お
り
、
住
民
の
生
活
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
図
書
館
の
必
要
性
は
利
用
者
の
み

な
ら
ず
出
資
者
側
に
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
資
金
不
足
な
ど
は
生
じ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
全
体
の
経
済
状
況
が
好

転
し
な
い
中
、
ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館
へ
の
助
成
金
の

カ
ッ
ト
が
最
近
発
表
さ
れ
、
週
末
の
開
館
時
間
が

削
減
さ
れ
る
と
い
っ
た
影
響
が
出
始
め
て
い
る
。

今
ま
で
実
施
し
て
き
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
今

後
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

外
国
生
ま
れ
の
住
民
が
増
え
て
い
る
こ
の
ク
イ
ー

ン
ズ
区
の
多
様
性
が
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
き
、
様
々
な
課
題
を
住
民
が
ど
の
よ
う
に
解
決

し
共
生
し
続
け
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
は
、
外
国
生
ま
れ
の
住
民
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
日
本
の
自
治
体
に
と
っ
て
も
意
義
深
い

こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。

［
参
考
］

ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.queenslibrary.org

ロ
ー
市
な
ど
が
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

市
や
タ
ウ
ン
に
よ
っ
て
は
、「
オ
ー
デ
ィ
タ
ー

（A
uditor

）」
制
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
と
も
に
会
計
部
門
を
取
り
仕
切
る
責
任
者
と

い
う
点
で
は
共
通
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
公
選
で
決
定
さ
れ
、
経
済
評
論

家
、
公
認
会
計
士
、
弁
護
士
な
ど
も
含
め
、
七
〇

〇
人
を
超
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
働
く
会
計
局
の
ト
ッ
プ

と
し
て
、
市
長
に
対
し
市
の
健
全
な
財
政
状
況
が

保
て
る
よ
う
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
。

John Liu

氏
は
、
一
九
六
七
年
台
湾
で
生
ま
れ
、

五
歳
の
時
に
家
族
で
台
湾
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
。

ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
、
大
学
を
卒
業
後
、
税
務

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
勤
務
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年

ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
ア
ジ
ア
人
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ
た
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
市
の
会
計
監
査
を
す
る

市
の
要
職
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
調
べ
た
限
り
で
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
バ
ッ
フ
ァ

二
〇
〇
九
年
十
一
月
三
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

主
な
ニ
ュ
ー
ス
の
一
つ
に
、
シ
テ
ィ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
（C

ity C
om

ptroller

）
にJohn Liu

氏
が
当

選
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
は
、John Liu

氏
の
ア
ジ
ア
人
の
風
貌
に
大
変
好
感
を
抱
き
、
ニ
ュ

5
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る

ア
ジ
ア
人
の
活
躍

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
所
長
補
佐
　 

西
田
　
祐
子
（
出
雲
市
派
遣
）

集特

cニューヨーク市主催公聴会で講演するJohn Liu氏（2010年2月24日）

今
後
の
図
書
館
運
営
と

人
種
構
成
の
変
化
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に
市
議
会
議
員
に
当
選
し
て
以
降
、
市
の
行
政
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
。John Liu

氏
は
、
二

〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
間
、
ク
イ
ー
ン

ズ
第
二
〇
地
区
（
ク
イ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
）

選
出
の
市
議
会
議
員
と
し
て
、
公
共
交
通
問
題
に

関
す
る
委
員
会
の
議
長
を
務
め
た
ほ
か
、
ロ
ウ
ア

ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
（
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
と
モ
ダ

ン
な
建
物
が
密
集
し
て
建
ち
並
ぶ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

最
も
古
い
地
域
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
庁
舎
や
裁
判

所
、
ウ
ォ
ー
ル
街
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
ロ
が
あ
る
地
域
）

の
再
開
発
や
教
育
問
題
に
関
す
る
委
員
会
、
黒
人
、

ラ
テ
ィ
ー
ノ
、
ア
ジ
ア
人
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
に

も
所
属
し
た
実
績
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
評
価
さ
れ
、

二
〇
〇
九
年
十
一
月
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
選
挙
で

は
、
七
六
・
九
％
の
得
票
率
で
ダ
ン
ト
ツ
の
当
選
で

あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
、
世
界
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
種

が
集
ま
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
（
図
１
）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
都
市
計
画
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

移
民
の
数
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間

で
一
四
四
万
人
か
ら
二
八
七
万
人
と
約
二
倍
に
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
人

口
約
八
〇
〇
万
人
の
三
六
％
を
占
め
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
が
い
か
に
移
民
の
多
い
都
市
か
を
示
し
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
出
身
地
域
ご
と
の
内
訳
を
み
て
い
く

と
、ア
ジ
ア
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
二
位
で
、

市
の
人
口
の
二
四
％
を
占
め
て
い
る
。
出
身
国
別

で
は
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
か
ら
が
最
も
多
く
約
三

七
万
人
、
中
国
か
ら
が
約
二
六
万
人
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
日
本
人
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
圏
で
わ

ず
か
四
万
九
六
五
九
人
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
現

在
、
海
外
在
留
邦
人
数
統
計
（
外
務
省
領
事
局
統

計
課
資
料
））、
割
合
に
す
る
と
一
％
に
も
満
た
な
い

計
算
と
な
る
。

ア
メ
リ
カ
全
体
で
は
、
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
の
移
民

図1：ニューヨーク市の人種分布表（New York City Health Department Population Estimates 2008）

図2：各地区の人種分布表（New York City Health Department Population Estimates 2008）

cニューヨーク市５区
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人
口
が
最
も
多
く
を
占
め
て
い
る
。
続
い
て
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
ア

ジ
ア
諸
国
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
と
比
較

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
ア
メ
リ
カ
全
体
と
も

ま
た
異
な
っ
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

John Liu

氏
が
選
出
さ
れ
た
ク
イ
ー
ン
ズ
第
二

〇
地
区
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
ク
イ
ー
ン

ズ
区
で
最
大
の
人
口
密
集
地
で
あ
る
。
ク
イ
ー
ン

ズ
区
は
、
人
種
分
布
表
（
図
２
）
か
ら
も
わ
か
る
と
お

り
、
ア
ジ
ア
系
人
種
の
割
合
が
高
く
、
白
人
人
種

が
比
較
的
少
な
い
地
域
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
系
人
種

が
多
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
比
較
的
高
所
得
層

の
家
族
が
、
よ
り
高
い
教
育
レ
ベ
ル
を
求
め
て
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
区
よ
り
も
ク
イ
ー
ン
ズ
区
を
選
択
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
少
人
数
で
教

師
の
目
の
行
き
届
く
公
立
学
校
を
選
択
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
に
次
い
で
二
番
目

に
大
き
い
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
区
外
と
い
う
こ
と
で
、
価
格
も
い
っ
そ

う
手
軽
で
お
い
し
い
料
理
が
味
わ
え
る
と
評
判
で

あ
る
。
ま
た
、
中
華
料
理
に
限
ら
ず
、
世
界
各
国

の
料
理
が
味
わ
え
る
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
、
現
在
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で

有
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、

イ
タ
リ
ア
人
や
ギ
リ
シ
ャ
人
で
形
成
さ
れ
る
地
域

だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
期
の
経
済

不
況
の
影
響
を
受
け
、
人
々
が
こ
の
地
域
を
離
れ

る
よ
う
に
な
り
、
家
賃
相
場
の
暴
落
が
起
こ
っ
た
。

そ
こ
へ
、
韓
国
人
や
中
国
人
が
住
み
始
め
、
一
九
八

〇
年
代
に
は
大
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
現
在
、
増
加
中
の
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
代
表
の
多
く
は
、
か
つ
て
台
湾
、
南
ア
ジ
ア
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
の
子
ど
も

た
ち
で
あ
る
。

私
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
で
特
に
活
気
を
感
じ
る

の
は
、
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
（
三
二
丁
目
沿
い

B
roadw

ay

か
ら
五
番
街
周
辺
）
と
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
（
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
キ
ャ
ナ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
と
モ

ッ
ト
ー
ス
ト
リ
ー
ト
周
辺
）
で
あ
る
。
特
に
、
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
で
、
看
板
の
表
示
な
ど
中
国
語
を
見

聞
き
し
て
い
る
と
、
ま
る
で
こ
こ
は
中
国
か
と
勘
違

い
す
る
ほ
ど
現
地
化
し
て
い
る
。
隣
接
す
る
リ
ト
ル

イ
タ
リ
ー
は
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
パ
ワ
ー
に
押
さ

れ
気
味
で
あ
る
。
観
光
客
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る

「
中
国
」
を
体
験
に
多
く
訪
れ
て
お
り
、
片
言
の
英

語
で
た
く
ま
し
く
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
中
国
人

た
ち
の
パ
ワ
ー
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

市
都
市
計
画
局
は
移
民
の
増
加
に
つ
い
て
、
以

下
の
と
お
り
報
告
書
中
で
述
べ
て
い
る
。

① 

人
口
増
加
の
メ
リ
ッ
ト
…
市
の
人
口
の
五
五
％
近

く
が
移
民
も
し
く
は
移
住
後
生
ま
れ
た
子
ど
も

た
ち
な
の
で
、市
の
人
口
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
。

② 

労
働
力
の
メ
リ
ッ
ト
…
二
〇
〇
〇
年
の
調
査
で

は
、
市
民
全
体
の
労
働
力
の
四
三
％
を
移
民
た

ち
が
構
成
し
て
お
り
、
二
五
歳
か
ら
五
四
歳
ま

で
の
働
き
盛
り
の
人
口
の
約
四
五
～
五
〇
％
を

移
民
が
占
め
て
い
る
。
製
造
業
、
建
設
業
及
び

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
こ
う
し
た
労
働
力
が
活

か
さ
れ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。

③ 

住
宅
面
の
メ
リ
ッ
ト
…
市
全
体
で
み
て
四
八
％

の
住
宅
が
移
民
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

ク
イ
ー
ン
ズ
区
は
八
〇
％
以
上
を
移
住
者
の
住

居
が
占
め
て
い
る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
住

宅
需
要
を
支
え
る
大
切
な
顧
客
と
な
っ
て
い
る
。

移
民
が
大
量
に
押
し
寄
せ
る
と
、
受
入
側
、
特

に
行
政
と
し
て
は
言
語
や
文
化
、
生
活
の
違
い
が

周
辺
と
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
を
引
き
起
こ
す
の
で
は

な
い
か
な
ど
、マ
イ
ナ
ス
面
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
移
民
を
肯
定
的

に
と
ら
え
、
大
切
な
住
民
の
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
ア
メ
リ
カ
の

中
で
も
特
に
移
民
の
多
い
都
市
で
あ
る
が
、
寛
容

に
ど
の
民
族
を
も
受
け
入
れ
、
日
々
進
化
し
続
け

て
い
る
。

cマンハッタン内チャイナタウンの風景


